
平成２０年３月期 決算説明資料

株式会社 ニッピ



平成20年３月期の総括

＊健康食品向けペプタイドの好調
＊化粧品の販売方法の改善効果
＊新設分割した株式会社ニッピ・フジタにおける販売の強化
＊固定資産売却益、特別目的会社の解散による清算配当利益などの特別利益
＊固定資産除却損、たな卸評価損、役員退職慰労引当金一括償却、土地開発

関連費用（土壌改良費）、投資有価証券評価損などの特別損失
（トピックス）
＊平成19年4月2日付、当社皮革関連製品の販売事業と 株式会社藤田商店の

皮革製品の仕入販売事業を会社分割（新設分割）し、共同して「株式会社
ニッピ・フジタ」を新設、同事業を承継させる

決算概況

＋579.3％1,115百万円経常利益＋22.3％522百万円経常利益

―1,174百万円当期純利益―935百万円当期純利益

＋ 50.7％1,468百万円営業利益＋63.5％842百万円営業利益

＋10.5％39,799百万円売上高△8.4％24,378百万円売上高

前期比（連結）前期比（単体）

平成20年３月期の総括

決算概況



１６６百万円

１２，４４１百万円

平成２０年３月期（当期）

―△５３百万円営業利益

＋32.8％９，３７１百万円売上高

前期比平成１９年３月期（前期）

＊国内皮革業界の縮小傾向が更に加速
＊新設分割により株式会社ニッピ・フジタを設立、皮革製品の販売中心へと

事業を転換
＊本社工場での皮革の量産の中止（平成19年３月）により利益体質を改善

セグメント別分析 皮革事業



１，４７６百万円

１９，６６４百万円

平成２０年３月期（当期）

＋31.5％１，１２３百万円営業利益

＋6.5％１８，４６３百万円売上高

前期比平成１９年３月期（前期）

ペプタイド部門・・・好調
＊健康食品・一般食品市場への需要増加が続く
＊主要販売先の確保・新規顧客の開拓に努め、競合他社との品質・価格・

サービス面で差別化に注力
コラーゲン化粧品部門・・・好調

＊主力商品スキンケアクリームの品質の優位性に重きをおいた情宣と販売に傾注
＊販売方法を工夫し、「高品質」商品の販売イメージの高揚に努める

コラーゲン・ケーシング部門・・・堅調
＊燃料、原材料高騰、更には原料事情に厳しさの中で、生産性向上に努め

生産コストを低減
ゼラチン部門・・・苦戦

＊国内需要の伸び悩みにより市場停滞、精力的に販路先・販売価格を見直し

セグメント別分析 非皮革事業



９９２百万円

７，６９３百万円

平成２０年３月期（当期）

△12.9％１，１３９百万円営業利益

△5.9％８，１７３百万円売上高

前期比平成１９年３月期（前期）

リンカー部門・・・堅調
＊前年並みに推移

不動産開発・・・暫定利用推進中
＊保有不動産の有効活用（フットサルコート、駐車場、事務所賃貸事業）

セグメント別分析 その他の事業



7.7％

１，１７４百万円

2.1％

2.8％

１，１１５百万円

１，４６８百万円

３９，７９９百万円

平成20年３月期（当期）

ーー自己資本当期純利益率

ー△１，６９６百万円当期純利益

＋1.8P0.3％総資産経常利益率

＋2.3P0.5％売上高経常利益率

＋579.3％１６４百万円経常利益

＋50.7％９７４百万円営業利益

＋10.5％３６，００８百万円売上高

前期比平成１９年３月期（前期）

損益計算書（連結）



セグメント別連結売上構成比

平成19年3月期 平成20年3月期

皮革事業26％その他23％

非皮革事業
51％

皮革事業31％
その他19％

非皮革事業

50％



１０３．９０△１６８．７４１０３．７８
１株当たり当期純利益
（円）

１，３４６．１９１，３３１．８２１，８７１．０９
１株当たり純資産額

（円）

７．７ー６．２
自己資本当期純利益率

（％）

５４，３６３５５，９６１５６，１７８総資産額 （百万円）

１５，５７４１５，３９７１５，７９７純資産額 （百万円）

１，１７４△１，６９６９３１当期純利益 （百万円）

１，１１５１６４８０９経常利益 （百万円）

１，４６８９７４１，１７１営業利益 （百万円）

３９，７９９３６，００８４６，０６１売上高 （百万円）

平成２０年３月期平成１９年３月期平成１８年３月期

主要経営指標等推移（連結）



利益推移（連結）
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営業利益 1,171 974 1,468

経常利益 809 164 1,115

当期純利益 931 -1,696 1,174

１株当たり

当期純利益 103.78 -168.74 103.90

H18年3月期 H19年3月期 H20年3月期



５４，３６３百万円５５，９６１百万円総資産額

２８．０％２６．９％自己資本比率

１５，５７４百万円１５，３９７百万円純資産額

１６，９７３百万円１８，０２８百万円固定負債

２１，８１５百万円２２，５３５百万円流動負債

３４，４７３百万円３６，０１１百万円固定資産

１９，８７１百万円１９，９０５百万円流動資産

平成２０年３月期（当期）平成１９年３月期（前期）

貸借対照表（連結）



連結貸借対照表補足説明

「資産の部」は、１，５９８百万円減少。
「流動資産」は、３３百万円減少。

「流動資産」のうち、「当座資産」は、１１，６９６百万円で
１，２９４百万円増加。

「たな卸資産」は、１８８百万円減少。
「固定資産」は、１，５３８百万円減少。

「有形固定資産」は、本社の土地取得および大阪市西淀川区の
土地建物売却 などで、１，４９６百万円増加。

「投資その他の資産」は、保有有価証券の下落および匿名組合
出資金の減少などにより３，０３０百万円減少。

「負債の部」は、１７億７，５００万円減少。
「流動負債」は、早期退職一時金の未払いなどの減少により
７１９百万円減少。
「固定負債」は、役員退職慰労引当金の計上による増加、大阪市西淀川区
の土地建物の売却による建設協力金の減少などで１，０５５百万円減少。



―6.6％ー自己資本当期純利益率

―９３５百万円△７１５百万円当期純利益

＋0.3P1.1％0.8％総資産経常利益率

＋0.5P2.1％1.6％売上高経常利益率

＋22.3％５２２百万円４２６百万円経常利益

＋63.5％８４２百万円５１５百万円営業利益

△8.4％２４，３７８百万円２６，６１３百万円売 上 高

前期比平成２０年３月期（当期）平成１９年３月期（前期）

損益計算書（単体）



部門別売上構成比

平成19年3月期 平成20年3月期

皮革23％化粧品14％

コラーゲン
ケーシング

28％

ゼラチン

ペプタイド25％

その他
10％ 皮革11％

ゼラチン

ペプタイド31％

コラーゲン
ケーシング

30％

化粧品18％

その他
10％



７８．１７△６０．３３３０．５４１株当たり当期純利益（円）

１，１９１．９６１,１８６．５９１，２９４．９５１株当たり純資産額（円）

６．６ー２．６
自己資本当期純利益率

（％）

４６，１７６５０，４８１５２，９８９総資産額 （百万円）

１４，２６６１４，２０４１５，５０３純資産額 （百万円）

９３５△７１５４０２当期純利益 （百万円）

５２２４２６３６５経常利益 （百万円）

８４２５１５６５５営業利益 （百万円）

２４，３７８２６，６１３２５，６１５売上高 （百万円）

平成２０年３月期平成１９年３月期平成１８年３月期

主要経営指標等推移（単体）



利益推移 （単体）
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営業利益

経常利益

当期純利益

１株当たり当期純利益

営業利益 655 515 842

経常利益 365 426 522

当期純利益 402 -715 935

１株当たり当期純利益 30.54 -60.33 78.17

H18年3月期 H19年3月期 H20年3月期



４６，１７６百万円５０，４８１百万円総資産額

３０．９％２８．１％自己資本比率

１４，２６６百万円１４，２０４百万円純資産額

１６，３５９百万円１７，５７０百万円固定負債

１５，５５０百万円１８，７０６百万円流動負債

３４，６９２百万円３６，３９３百万円固定資産

１１，４６５百万円１４，０４４百万円流動資産

平成２０年３月期（当期）平成１９年３月期（前期）

貸借対照表（単体）



単体貸借対照表補足説明

「資産の部」は、４，３０５百万円減少。

「流動資産」は、２，５７９百万円減少。
「現金預金」などの「当座資産」は、２９６百万円減少。
「たな卸資産」は、１，２４５百万円減少。
「未収入金」は、９４４百万円減少。

「固定資産」は、１，７０１百万円減少。
「有形固定資産」は、本社の土地取得および大阪市西淀川区
の土地建物の売却などで１，０１８百万円増加。
「投資その他の資産」は、保有有価証券の時価下落および匿名組合
出資金の減少などにより２，７１８百万円減少。

「負債の部」は、４，３６８百万円減少。
「流動負債」は、早期退職一時金の未払いなどの減少により
３，１５６百万円減少。
「固定負債」は、役員退職慰労引当金の計上による増加、大阪市西淀川区
の土地建物の売却による建設協力金の減少などで１，２１１百万円減少。



業績予想（連結）
（平成２０年５月２１日現在予想）

１，４５０百万円６７０百万円営業利益

６００百万円２５０百万円当期純利益

５３円０７銭1株当たり当期純利益

９００百万円４２０百万円経常利益

３９，７００百万円

平成２１年３月

（通期）

１９，７００百万円売上高

平成２０年９月

（第２四半期累計期間）



業績予想（単体）
（平成２０年５月２１日現在予想）

９００百万円４００百万円営業利益

５００百万円２００百万円経常利益

３００百万円

２４，４００百万円

平成２１年３月

（通期）

２５円０６銭1株当たり当期純利益

１２０百万円当期純利益

１２，０００百万円売上高

平成２０年９月

（第２四半期累計期間）



確かな技術に裏づけされた高品質商品のサプライヤーとして確かな技術に裏づけされた高品質商品のサプライヤーとして

お客様の満足いく商品開発に努め、お客様の満足いく商品開発に努め、

業界のリーダーとして社会貢献を果たしてまいります。業界のリーダーとして社会貢献を果たしてまいります。

株式会社株式会社 ニッピニッピ


